
 

 

 

 

７月２５日（木）に標記の総会が玉島警察署で開催され、浅口市内の小中学校長と生徒

指導担当者、青少年育成センター職員等が参加しました。詳細は割愛しますが、総会では

事業報告と事業計画等が審議され、滞りなく承認されました。 

資料の中に岡山県警察から出された「学校と警察の連携のヒント」という冊子の中に、

お知らせし再確認しておきたい内容がありましたのでポイントを掲載します。 

近年では子どもたちの問題行動が多様化し、学校だけでは解決できないことも多くなり、

解決のために警察やその他関係諸団体と連携して取り組まざるを得ない状況になっていま

す。その際の基本的な考え方が示されていますのでご確認ください。 
これまでの学校と警察の関係は、図の一番上「困難課題対応的生徒指導」の部分が中心

に行われていたように思いますが、この図によるとあいさつ運動や警察による授業など、

一番下の「発達支持的生徒指導」も警察が担っていくとあります。 

問題が大きくなる前に、または問題の発生を抑えるために、普段から連携していく必要

があるということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、警察に相談又は通報すべきいじめの事例として下の表が示されています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育成 あさくち 
令和６年８月 23 日  №62 

浅口市青少年育成センター 

  夏号 

従来の連携の在り方 

今後の連携の在り方 
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警察の基本的な考えは「教育上の配慮等の観点から、一義的には教育現場における対応を尊

重しつつも、犯罪行為がある場合には、被害児童・生徒や保護者の意向、学校における対応状況

等を踏まえながら、警察として必要な対応をとる」となっています。上記案件は警察に相談又は

通報すべき事例なので、速やかに警察へ通報することが求められています。

指導している中学校の女子バレー部最後の大会後、「バレーを通して

学んだことを後輩たちに話して欲しい」と顧問が3年生に言いました。  

そして、キャプテンが発したのはこんな素敵な言葉でした。 

『入部したばかりの自分は本当にだめな人間だったけど、３年

間の部活を通して心が豊かになりました。』また、他の４人の部員

たちも、目標の県大会出場を果たしたにも拘わらず、その事には一切触

れず、「他者
ひ と

のために自分ができることをしようとするようになりました。」「他者
ひ と

の

心を理解しようとするようになりました。」と語りました。 

集団で行うバレーボールは、「関係性」「協調性」「寛容性」などの心が身につく素晴らし

い競技で、３年間の部活を通してその心をしっかりと身に付けている３年生を目の当たり

にし、感動し誇らしく感じました。特に「豊かな心」という言葉は、多くの小中学校の教

育目標にも掲げられている価値ある言葉です。自分ではそれを目指して指導して来たつも

りでしたが、実際にその言葉を生徒の口から聞くと、『自分の指導は間違っていなかった』

と安堵し、改めてスポーツ本来の意義がなんであるかを再確認出来ました。 

さて、パリ五輪では世界のトップアスリートがそのパフォーマンスを競い合いました。

選手が目指すのは金メダルです。心豊かになるために競技しているようには見えません。  

それでは、心の育成を目的とした部活動の延長上に、オリンピックはないのでしょうか。

答えはアスリートたちが対戦後に相手を称える姿や、インタビューの中にあります。一部

感情的になる選手もいますが、みんな「豊な心」を持ち合わせているのが見てとれるので

す。血の滲むような努力の傍らには、それを支えたたくさんの「愛」があったからです。 

スポーツを通して学ぶことは、中学生もオリンピアンも変わらないのです。批判にさら

されるべきは、勝利のためと称して行う選手を無視した指導の在り方なのです。 

指導者が意識すべきは「楽しむ」こと！「勝利」でなく「愛」を与えようとすること！ 


